0716　探究科学Ⅰ(プレ国際・社会探究)
～課題設定入門～

１．今後の予定
	回数
	月日
	活動内容　

	１
	7/16
	課題設定入門

	★
	夏休
	文献調査・先行研究調査
フィールドワーク(インタビュー・アンケート)

	★
	学祭
	8/26～8/30　学校祭準備
8/31,9/1　　学校祭
9/2，3　　　振替休日
9/4　　　　 通常通り

	２
	9/10
	夏休み活動報告会



２．今日の目標
　　①「探究科学Ⅰ(国際)＝国際・社会探究」について理解する
　　②本格的な課題設定に向けて活動を開始する

３．今日の流れ
　(１)国際・社会探究　ガイダンス

　(２)課題設定に向けたアイデア出し

　(３)夏休み活動計画書作成

【classroom「R6　プレ国際・社会探究」】
１．参加コード　262yn3q
２．今後の探究関係の連絡は、こちらのclassroomで行います！！

【ロイロノート】
１．参加コード　14634
２．情報のストックや共有などに使います！

















夏休み活動報告会　要項


日時：9月10日（火）5,6限　予定


場所：１－１


目的：①夏休み中の調査内容を整理することで現在の課題と今後の方向性を考える
　　　②探究内容に関して教員・生徒から助言をもらうことで多様な視点から見つめ直す
　　　③プレゼン力を鍛える


内容：夏休みの調査内容を担当教諭・国際探究科希望の他のチームにプレゼンし、
全体で協議することで探究力を鍛える
＊発表１０分以内、質疑応答＋コメントシート記入５分　を予定


準備：プレゼン内容は、Googleスライド６枚以上でまとめる。
1枚目：　「探究テーマ・氏名」
2枚目：　「テーマ設定理由」　なぜそのテーマで調査したのか（どんな関心、仮説）
3枚目：　「フィールドワークの内容」
…誰に（どこに）、どんな目的で、何を聞いた（調査したか）
4枚目： 「フィールドワークの成果」
…どんなことがわかったのか
5枚目： 「フィールドワークから発見した課題（問い）」　＝課題発見力
…フィールドワークをしたからこそわかった地域の課題は何か、
あるいはさらに疑問に思ったことは何か？
6枚目： 「発見した課題（問い）に対して今後どのようなアプローチ
（研究方法や解決策の構想）をしていくとよさそうか」＝課題解決力

　　　(注１)6枚以上であれば、枚数は自由に調整してOK
　　　(注２)「誰にでも読みやすい配色」「改行」「字の大きさを揃える」
「写真・図等をうまく活用する」「アニメーションを多用しない。(逆に見にくい)」







0716　探究科学Ⅰ(プレ国際・社会探究)
～夏休み活動計画書～
１年　　組　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

	条件
	１．必ず、フィールドワーク（アンケート、インタビュー、観察など）を行う。
２．但し、公的機関(市役所、学校など)に行く場合は、事前に必ず横田に相談する。
３．文献調査は、インターネットだけでなく、書籍・論文も参照すること。
４．相談・質問等は、遠慮なくclassroom等から横田までどうぞ。
　　メール：k-yokota-ln@fukui-ed.jp

	調査テーマ

複数候補がある場合は、復習調査してもOK!
	

	調査方法
	



	やることリスト

	いつまでに、何をするのかを明確にすること！
























横田のサイン：
〆切：7/25(木)


